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沖縄県における国家戦略特区活用の考え方

「世界水準の観光リゾート地」の形成
科学技術の振興と知的・産業クラスターの形成
沖縄の魅力や優位性を生かした新たな産業の創出

沖縄２１世紀ビジョンの目標

観光ビジネスの振興
国際的イノベーション拠点の形成
外国人観光客等の飛躍的な増大

国家戦略特区の活用

国家戦略特区を活用し
沖縄２１世紀ビジョンの達成を目指す



法第２条第２項に規定する特定事業の内容等
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（１）旭橋都市再開発株式会社

①都市計画法等の特例（国家戦略市街地再開発事業）
市街地再開発事業の推進
観光まちづくり及び国際的な経済活動の拠点形成

②エリアマネジメントに係る道路法の特例
（国家戦略道路占用事業）

モノレール旭橋駅周辺地域内において、多言語観光案内板や
バス乗降スペースなどの施設等を設置し、観光客の利便性を向上

（２）那覇市国際通り商店街振興組合連合会

①エリアマネジメントに係る道路法の特例
（国家戦略道路占用事業）

国際通りに案内板などの施設等を設置し、通りの賑わいを創出



今後、追加に向け検討すべき規制改革事項等
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ビザ要件の緩和等による外国人観光客の飛躍的な増大

○ マルチビザ申請書類（滞在予定表等）の簡素化

○ マルチビザ有効期限の延長（最大５年、又はパスポート有効期限
のどちらか長い方）

✓提出書類の多さ、煩雑さ

✓有効期限の短さ

✓再訪時における要件の
厳しさ

など

○ マルチビザの一般観光客への適用国拡大
○ 家族マルチビザについて、取得後の各個人適用への緩和

○ その他、富裕層の長期滞在の促進等

○ 家族等の入国の容易化

○ 自動化ゲートシステムの導入による時間短縮

○ 民間事業者活用による審査窓口の混雑解消

入管手続きの迅速化による快適な訪沖旅行の提供

○ その他、待ち時間短縮に向けた取り組み

【63万人（H25年度） → 200万人(H33年度）】

✓海外研究者等のビザ取
得のハードルの高さ

【沖縄旅行の満足度の拡大】

✓入国審査の時間の長さ
による不満の増大



今後、追加に向け検討すべき規制改革事項等
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外国人活用によるビジネスの活性化及び拡大

○ 国際資格保持者に対する研修受講による特例措置

○ 技能実習制度の対象職種及び期間の拡大

✓潜水士免許取得の困難
さ

○ 創業準備期間でもビザ取得可能（投資・経営ビザ）

○ 宿泊施設、観光協会等へ販売チャンネルの拡大

○ 地域の観光協会等を活用した観光商品造成の促進

魅力ある観光地づくりによる地域産業の活性化

○ 消費税免税制度の下限規定の見直し

【人材不足の解消、産業の創出）】

✓観光産業人材の不足

【観光消費額及び観光客満足度の向上】

✓着地型旅行商品の造成
の困難性、販売網の少な
さ

✓外国人研究者創業促進

✓中小零細土産品店の活
性化

○ その他の外国人観光客の消費拡大につなげる方策検討



63万人

200万人

H25
年度

H33
年度

国際観光拠点としての更なる取り組み
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○ 海外大学やサテライト校の誘致
○ 観光マネジメント人材の育成 等

高度人材の育成

○ 海外路線の着陸料軽減 等

海外路線の拡充

○ 空港・港湾等インフラ整備
○ 二次交通の整備
○ 多言語対応、Ｗｉ－Ｆｉ整備 等

受入体制の強化

２１世紀ビジョン目標値
（達成見込み）

外国人観光客数の推移

更なる高みへ
外国人観光客の増加に向け各種取組を強化


